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芸
術
の
積
極
的
育
成
の
た
め
に
と
ら
れ
た
拮
置
と
し
て
は
、
ま
ず
芸
術
課
の
誕

生
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
昭
和
二
十
一
年
三
月
、
社
会
教
育
局
に
新
ら
し
く
芸
術
鰈
が
設
置
さ

れ
、
芸
術
の
奨
励
お
J`
び
胴
査
、
文
学
・
演
劇
•
音
楽
。
映
回
教
育
。
芸
術
院
等

に
関
す
る
こ
と
が
所
掌
事
務
と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
、
芸
術
の
捩
興
と
い
う
問
題
は
捻
そ
ら
く
単
に
一
局
の
一
闘
で
は
背
負

い
き
れ
な
い
ほ
ど
霞
大
か
つ
広
範
な
任
務
で
あ
り
、
現
在
は
わ
ず
か
に
、
そ
の
一

端
を
果
し
つ
つ
あ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
お
李
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
秋
の
国
家

的
行
事
と
な
っ
た
芸
術
祭
の
ほ
か
、
美
術
に
お
け
る
地
方
巡
回
展
覧
会
の
開
催
や

冨

安

虎

太

芸
術
祭
を
中
心
と
し
て
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幻
燈
固
の
作
製
頒
布
、
演
劇
に
お
け
る
青
少
年
演
劇
指
嘩
の
た
め
の
手
引
書
や
脚

本
集
の
作
製
頒
布
な
ら
び
に
謡
翌
会
の
閥
偕
、
音
楽
に
お
け
る
鑑
賞
指
遺
の
た
め

の
手
引
書
や
、
レ
コ
ー
ド
月
毅
の
作
製
頒
布
な
ら
び
に
講
習
会
の
開
催
、
芸
能
選

奨
と
し
て
美
術
・
演
劇
・
児
童
文
学
。
舞
踊
・
映
画
・
古
典
芸
能
餘
の
全
分
野
を

通
じ
て
の
年
度
の
優
秀
な
業
跡
に
対
す
る
大
臣
賞
の
授
与
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
、
い
ず
訊
も
社
会
教
育
の
一
環
と
し
て
良
い
芸
術
を
広
く
国
民
に
普
及
し
r

f

去

筍
教
育
を
通
じ
て
国
民
一
般
の
芸
術
鑑
賞
や
創
造
力
の
水
準
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
端
的
に
い
え
ば
芸
術
鰈
の
任
務
は
国
家
的
立
場
か
ら
、

よ
い
芸
術
を
育
て
る
と
と
も
に
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
た
ち
に
親
し
ま

せ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
趣
旨
を
最
忠
具
体
的
に
現
わ
し
、
ま
た
広

く
社
会
人
の
関
心
を
集
め
て
い
る
忍
の
は
ま
ず
芸
術
祭
で
あ
ろ
う
。
芸
術
祭
け
終

戦
後
の
荒
廃
し
た
焼
士
に
芸
術
の
香
気
を
お
く
り
阻
民
に
慰
安
と
希
望
を
与
え
よ

う
と
し
て
、
昭
和
二
十
一
年
秋
、
初
代
芸
術
課
長
今
日
出
海
氏
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ

た
が
、
す
で
に
八
回
を
霞
ね
、
年
々
文
化
の
日
を
中
心
と
す
る
秋
の
、
ン
ー
ズ
ン
に
は

文
部
省
芸
術
祭
参
加
の
ポ
ス
タ
ー
が
劇
場
の
廊
下
は
も
ら
ろ
ん
、
町
に
駅
頭
に
目

空
つ
よ
う
に
な
り

f

近
年
は
、
い
ろ
い
ろ
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
上
に
も
に
ぎ
や

か
な
話
題
を
提
供
す
る
、
よ
う
に
な
っ
た
。
紙
数
に
紅
限
が
ま
る
の
で
ご
く
簡
単
に

そ
の
足
跡
を
回
顧
し
て
み
J
う。

第
一
回
は
東
京
劇
場
。
帝
国
劇
場
の
両
舞
台
で
開
催
さ
れ
た
。
東
刷
は
先
代
菊

五
郎
。
先
代
幸
四
郎
e
-

＝
津
五
郎
合
同
大
歌
舞
使
（
九
月
）
に
、
吉
右
衛
門
・
猿

之
助
合
同
大
歌
舞
伎
(
+
月
）
と
、
も
っ
ば
ら
古
典
物
を
上
演
し
、
こ
れ
に
対
し
て

帝
劇
は
朦
訳
劇
・
歌
劇
・
洋
楽
。
洋
舞
・
能
楽
ご
邦
楽
ご
邦
舞
を
配
し
て
、
去
術

祭
は
最
初
か
ら
多
彩
な
性
格
を
も
ご
，
て
出
現
し
た
。
し
か
し
こ
れ
に
関
す
る
国
家

予
算
の
裏
付
け
は
な
く
、
ま
た
税
今
芦
の
減
免
ぶ
許
さ
れ
ず
、
も
っ
ば
ら
芸
術
家
⑳

興
行
者
な
ら
ひ
に
釣
係
有
馳
者
の
蹟
極
的
な
節
力
の
も
と
に
行
わ
れ
る
と
い
う
実

惰
で
あ
？
た
°
若
干
の
国
家
予
算
が
初
め
て
認
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
二
十
五
年

度
第
五
回
芸
術
祭
か
ら
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
は
じ
め
て
自
主
的
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け
で
、
芸
術
祭
の
主
体

を
は
っ
き
り
さ
虻
る
必
要
が
あ
り
、
第
一
に
創
作
活
動
を
盛
ん
に
す
る
こ
と
、
第

ニ
に
き
わ
め
て
や
す
い
入
場
料
で
よ
い
芸
術
を
鑑
賞
す
る
楔
会
を
一
般
に
提
供
す

る
こ
と
、
が
賑
目
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
興
行
会
社
・
団
体
の
企
回
に
よ
る
参
加
公

演
を
や
め
て
（
映
画
を
除
く
。
＞
、
文
部
大
臣
を
会
長
と
し
芸
術
院
長
を
委
貝
長
と
す

る
芸
術
祭
執
行
委
員
会
が
自
主
的
に
企
固
実
廊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
い
で
翌

年
の
第
六
回
芸
術
祭
で
は
、
国
家
的
祭
典
と
い
う
見
地
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
彩

な
幅
を
も
た
せ
る
た
め
、
執
秤
委
員
会
が
企
固
。
主
催
す
る
も
の
を
第
一
部
、
参

加
形
式
の
危
の
を
第
二
部
と
し
て
、
こ
こ
に
従
前
の
参
加
公
演
が
復
活
し
た
。
だ

い
た
い
こ
の
形
式
が
今
日
ま
で
持
続
さ
れ
て
来
て
い
る
が
、
年
ご
と
に
芸
術
祭
参

加
の
数
が
増
加
し
て
い
る
。
（
第
一
表
参
照
）

な
翌
芸
術
祭
竺
泉
京
を
主
と
す
る
応
の
で
あ
る
が
、
大
阪
を
は
じ
め
地
方
都

市
に
応
若
干
の
経
豊
佃
助
が
行
わ
れ
、
こ
れ
は
芸
術
祭
の
関
心
を
全
国
的
に
ひ
ろ

げ
る
だ
け
で
な
く
、
地
方
の
芸
術
文
化
の
捩
巽
に
役
立
っ
て
い
る
。
更
に
芸
術
祭

の
う
ち
最
＄
優
秀
な
も
の
に
つ
い
て
は
第
二
回
芸
術
祭
(
―
-
+
＝
年
度
）
か
ら
大

臣
寅
か
賠
呈
さ
れ
て
い
る
が
、
第
六
回
芸
術
祭
（
二
十
六
年
炭
）
か
ら
は
将
来
大

い
に
期
待
で
き
る
も
の
に
奨
励
の
意
味
で
大
臣
奨
励
賞
が
授
与
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

ぷ
大
成
功
を
博
し
、
歌
羹
喜
久
し
ぷ
り
で
二
，
本
の
花
道
を
使
い
、
ま
た
各
地
万

の
郷
土
王
能
が
深
い
感
銘
を
与
え
た
。
第
六
回
は
演
舞
場
で
、
新
派
の
合
同
に
よ

る
泉
鏡
花
作
「
天
守
物
語
」
と
、
内
村
直
也
氏
に
依
嘱
執
筆
の
「
裸
舞
台
」
の
公

演
を
行
い
、
オ
ペ
ラ
は
都
民
閾
場
と
共
催
の
も
と
に
本
邦
初
演
の
二
'
,
-
＇

,

4

リ
ス
ト

の
劫
罰
」
が
行
わ
れ
た
。
第
七
回
で
は
、
四
人
の
作
家
に
脚
本
が
依
嘱
さ
れ
、
そ

れ
そ
れ
上
演
さ
れ
た
か
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
歌
舞
伎
劇
脚
本
「
若
き
日
の
信
長
」

は
大
仏
次
郎
氏
の
害
き
下
し
で
、
呈
見
弾
氏
の
演
出
に
よ
っ
て
歌
舞
使
座
で
上

演
さ
れ
た
。
海
老
蔵
が
従
来
の
歴
史
の
型
か
ら
脱
却
し
た
入
間
信
長
を
好
院
し
て

深
い
感
勤
を
与
え
、
新
脚
本
に
よ
る
歌
舞
伎
劇
の
あ
り
方
を
示
す
心
の
と
し
て
注

目
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
新
劇
の
依
嘱
脚
本
の
一
っ
は
、
ど
ろ
沼
の
よ
う
な
世

界
と
、
無
反
省
だ
か
は
な
は
だ
景
気
の
よ
い
豪
華
な
世
界
と
、
こ
の
二
つ
の
世
界

が
存
在
す
る
不
条
理
を
描
い
た
加
陳
道
夫
氏
の
「
檻
襖
と
宝
右
」
か
俳
優
座
に
よ
っ

て
上
繋
さ
れ
た
。
ま
た
、
依
嘱
者
八
住
判
雄
氏
が
書
き
下
し
た
野
心
作
「
十
＝
―
附

段
」
は
民
刷
が
上
演
し
、
滝
沢
修
氏
が
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
で
や
が
て
は
十
三
階
段
を

登
っ
て
処
刑
さ
れ
る
日
を
待
っ
戦
犯
の
長
男
を
も
つ
苦
悩
の
父
親
を
熱
演
し
た
。

更
に
依
嘱
脚
本
「
龍
を
撫
で
た
男
」
は
栖
田
恒
存
氏
が
一
度
雑
詰
に
発
表
し
た
も

の
に
手
を
加
え
ぐ
同
氏
の
演
出
に
よ
っ
て
文
学
座
が
上
演
し
た
。
人
格
の
分
裂
に

よ
っ
て
生
ず
る
悲
喜
劇
を
、
芥
川
比
呂
志

6

田
村
秋
子
。
中
村
伸
郎
e

杉
村
春
子

氏
ら
の
ベ
テ
ラ
ン
の
生
彩
あ
ろ
演
使
が
的
確
な
効
果
を
見
せ
て
、
以
上
新
劇
三
本

の
う
ち
出
っ
と
も
好
評
を
博
し
た
。
こ
れ
に
劣
ら
ぬ
反
響
を
呼
ん
だ
も
の
は
都
民

劇
場
と
共
催
の
も
と
に
公
演
さ
れ
た
―
フ
ィ
カ
ロ
の
結
婚
」
で
、
オ
ペ
ラ
と
し
て

空

前

の

成

功

を

も

た

ら

し

た

も

の

で

あ

る

。

わ

昨
年
度
の
第
八
回
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
け
、
芸
術
祭
が
謳
な
る
お
祭
り
騎
ぎ
に

終
始
す
る
こ
と
な
く
、
芸
術
文
化
の
向
上
、
特
に
創
作
精
神
の
高
楊
に
寄
与
す
る

と
い
う
雙
On
か
ら
、
演
劇
脚
本
と
音
楽
楽
曲
と
を
公
募
し
そ
れ
ぞ
れ
大
臣
賞
が
授

こ
の
面
か
ら
貝
て
も
年
ご
と
に
培
加
の
飼
向
か
あ
り
、
著
し
い
上
昇
を
示
し
て

い
る
。
（
第
三
琴
参
凩
）

芸
術
祭
が
今
ま
で
た
ど
っ
て
き
た
足
跡
を
顆
み
て
、
や
は
り
国
家
予
算
か
認
め

ら
れ
た
第
五
回
か
ら
本
格
的
な
歩
み
が
踏
み
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
お
も
な
も
の

を
あ
け
れ
ば
、
第
五
回
で
は
、
ピ
カ
ニ
テ
リ
ー
実
醗
劇
塩
の
「
ヘ
ゥ
：
ダ
11,R
フ
ラ
ー
＿

与
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
般
か
ら
公
募
の
楽
曲
を
譜
面
審
査
し
て

P

陶
野
霊
雄
作
「
交
習
曲
ホ
鯛
」
と
牧
野
由
多
可
作
「
ピ
ア
ノ
除
奏
曲
」
の
二
攣
が

選
ば
れ
、
東
京
交
聾
楽
団
（
上
田
仁
氏
指
揮
・
ピ
ア
＇
ノ
長
松
純
子
氏
〕
の
演
奏
に

•
L
'
こ
て
一
般
に
無
料
公
開
し
、
審
査
の
結
果
「
ピ
ア
ノ
脇
奏
回

決
定

し
た
。
演
劇
で
は
歴
史
劇
の
脚
本
を
募
集
し
、
五
十
三
置
中
か
ら
審
査
の
結
果
、

高
檻
丈
雄
作
「
明
治
零
年
」
が
入
賞
し
た
。
こ
の
脚
本
の
歌
舞
伎
座
上
演
ま
で
に

は
い
ろ
い
ろ
な
い
き
さ
つ
が
あ
り

J
J

当
時
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
話
傾
と
も
な
っ
た

が
、
結
局
十
一
月
興
行
で
上
演
さ
れ
た
。
賞
金
は
い
ず
れ
も
一
一
十
万
円
（
郵
税
）

で
、
本
年
見
第
二
回
を
募
集
中
で
あ
り
、
芸
術
捩
呉
の
一
役
を
に
な
っ
て
い
る
。

新
捌
の
面
で
は
久
保
臼
万
太
郎
氏
に
依
嘱
執
筆
の
新
作
「
か
も
め
」
と
、
正
宗

白
烏
氏
作
「
江
島
生
島
」
の
創
作
二
本
が
文
学
座
；
俳
優
座
・
民
芸
の
三
劇
団
の

合
同
に
J

っ
て
、
一
ッ
橋
鵬
堂
で
国
民
劇
場
第
一
二
回
公
演
と
し
て
上
演
さ
れ
た
。

こ
の
際
に
国
民
劇
場
に
つ
い
て
一
言
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
一
国
の
芸
術
振
興

の
た
め
に
国
立
劇
場
の
設
置
が
望
ま
し
い
こ
と
は
言
う
ま
で
な
い
。
特
に
新
劇
。

純
舞
躇
等
の
舞
台
芸
術
が
発
表
会
場
を
持
た
な
い
現
状
に
か
ん
が
み
、
芸
術
諜
と

し
て
は
せ
ひ
と
も
国
立
劇
場
設
置
の
必
要
を
痛
感
し
年
々
予
算
要
求
を
し
て
い
る

も
の
の
認
め
ら
れ
る
に
至
ら
な
い
の
で
、
そ
の
目
的
達
成
の
第
一
段
階
と
し
て
一

ッ
璽
講
菫
を
年
間
百
日
間
借
用
し
て
有
意
醇
な
芸
術
活
動
の
た
め
の
劇
場
と
し
て

活
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
を
国
民
劇
場
と
名
付
け
、
そ
の
遅
営
は
本
省
の
委

嘱
す
る
菅
原
卓
嘉
田
恒
存
・
戸
板
康
二
。
内
村
直
也
・
北
条
秀
司
。
伊
蔑
窯
朔

氏
ら
の
民
間
専
門
家
か
ち
組
織
さ
れ
る
運
営
委
負
会
が
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
一
ツ
橋
大
学
当
局
の
好
意
あ
る
碑
解
と
新
劇
団
お
よ
び
演
劇
界
の
協
力
に

よ
っ
て
、
こ
の
国
民
劇
場
は
す
で
に
次
の
よ
う
方
公
演
を
行
っ
て
来
て
い
る
。

苦

原

卓

訳

民

芸

第
一
回
、
ン
1
ッ
ク
1
1

イ
プ
セ
ン
作
「
民
衆
の
敵
」
岡
貪
士
朗
蔀
出

（
二
十
八
年
四
月
五
日
1
四
月
二
二
日
J

ー41-
- 40 -



昭

和

昭

和

第
―
―
喪

麟
＝
＝
回

十

年

度

二

十

二

〇

演

測

大
阪
文
楽
座
（
合
邦
）

新
生
新
派
？
十
三
夜
）

中
村
吉
右
衛
門

（
歌
舞
伎
•
佐
々
木
信
網
）

尾
上
茄
五
郎

紐

舞

伎

贔

挑

八

ッ

邑

思
上
梅
忍

i
,

（
欧
舞
伎
・
早
野
勘
平
）

中
村
芝
翫

（
欧
舞
伎
。
火
鑓
力
弥
，
）

0
音

楽

安

Iii
加
肉
子

（
ピ
ア
ノ
．
ヽ
｝

四
家
文
子

（
独
唱
）

伊
臆
齋
朔

（
オ
ペ
ラ
「
諏
蔀
の
紺
手
」
の
舞
台
装
臆
）

年

殷

イ
ム
ス

11

第

二

回

リ

イ

作

「

あ

っ

ぽ

れ

ク

―

ァ

イ

ト

ン

」

（
二
十
八
年
七
月
十
四
日
，
I
八
月
＝
百
I

)

久
保
田
万
太
郎
作
「
略
」

茫

宗

白

島

作

「

江

島

生

島

」

〈
二
十
八
年
十

1

月
二
十
八
日
ー
十
二
月
十
五
日
）

第

四

回

マ

ク

シ

'-11
ゴ
ー

P
キ
ャ
イ
作
「
ど
ん
底
’
―

（
二
十
九
年
三
月
五
曰
ー
ニ
十
八
日
）

昭

和
紳

田

清

訳

娯
田
国
士
涼
出

曳

芸

文

学

座

久
保
田
万
太
郎
演
阻
薪
劇
合
同

菅

原

卓

液

出

第

五

回

ァ

ー

サ

ー

11
、
‘
、
ラ
ー
作
「
セ
ー
レ
」
〈
マ
ン
の
完
」
蓉
門
早
訳
。
演
出

/
『
（
二
十
九
年
四
月
八
曰
ー
ニ
十
八
日
）

第
六
回
は
「
ど
ん
底
」
の
開
幕
前
日
、
演
出
の
さ
な
か
、
一
の
舞
台
で
倒

れ
そ
の
ま
ま
死
去
さ
れ
た
岸
田
国
士
氏
の
追
悼
公
演
と
し
て
同
氏
の
「
紙
風
船
，
＿

と
「
牛
山
ホ
テ
ル
」
を
文
学
鹿
が
上
演
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
国
民
劇
場
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
劇
を
確
立
す
る
実
願
の
場

と
し
て
、
ま
た
す
ぐ
れ
た
創
作
劇
の
妍
究
発
表
の
場
と
し
て
探
い
意
義
を
も
つ
ば

か
り
で
た
く
、
更
に
将
来
国
立
胴
場
設
置
の
母
胎
た
ら
ん
と
す
る
強
い
意
欲
を
持

っ
急
の
で
あ
る
。

以
上
あ
ま
り
に
芸
術
祭
を
中
心
に
筆
を
進
め
て
来
た
が
、
昭
和
二
十
七
年
十
二

月
京
樗
に
桐
鐙
し
た
国
立
近
代
美
術
誼
が
、
い
か
に
一
般
成
人
の
美
術
に
対
す
る

関
心
と
理
解
と
を
高
め
る
に
役
立
っ
て
し
る
こ
と
か
。
こ
れ
が
芸
術
教
育
の
た
め

に
果
す
役
割
は
、
や
が
て
旧
校
方
「
ー
レ
タ
ン
一
｛
一
ン
を
受
け
入
れ
る
べ
ぎ
芙
術
銅
の

設
嗣
に
よ
っ
て
必
ず
や
倍
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
わ
が
国
の
芸
術
の
捩
興
と
国

民
の
文
化
教
養
の
向
上
に
寄
与
す
る
面
か
多
く
、
お
そ
ら
く
社
会
教
育
史
に
お
け

る
大
ぎ
な
記
念
聰
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
（
文
聾
翠
務
官
。
芸
術
課
い
）

各
年
心
靡
刈
芸
術
祭
文
部
大
臣
賞
受
賞
二
見
（
昭
甜
二
十
四
年
度
ま
で
は
芸
詰
選
奨
事
業
と
し
て
喪
与
し
た
。
）

松
本
幸
四
郎

露
啓
一
番
複
の
鈴
＞

賭
問
政
弥

（
常
盛
津
「
山
姥
」
）

0
音

楽

官

埼

春

昇

▲

盆
邦
楽
界
の
棠
蹟
）

0
訣

画

蜂
の
巣
の
子
供
達

盆
璧
ふ
映
画
社
、
）

王
将
（
大
映
）

0
放

送

加
薦
道
子

＂
放
送
劇
・
瓜
紋
）

0
泥

楽

茂
山
千
作

0
狂
言
・
枕
物
語
）

二

十

四

年

度

玉
心
中
の
嘉
平
次
[
)

の
マ
マ
‘
)

鶴
沢
清
六

◇
芸
術
祭
賞

早
道
磨
大
内
響
繁
｝
演
奏
〉

0
映

酉

麦
秋
（
松
竹
）

ゅ
け
ば
の
作
曲
）

0
舞

踊

貝
谷
八
百
子
バ
レ
ェ
巳

回
独
唱
い
）

貪
レ
エ
「
ジ
ン
デ
レ
ラ
」
）

0
音

楽

似唱い）

放
送
湛
元
「
十
一

1

一
夜
」
の
作
詞
、
作
曲
、
演
奏
者
l

同
0
大

衆

芸

能

．

貪
レ
ニ
・
受
悠
の
構
成
）

徳
川
無
声

G
可
醗
談
「
風
寧
J)

0
昧

画

〇

演

劇

野
良
犬
（
新
東
宝
）

翠

沢

修

0
放

送

露
芸
「
炎
の
人
」
ゴ
ッ
ホ
の
役
）

日
本
放
送
雙
k

（

放

送

郎

。

流

・

不

）

◇

芸

術

祭

奨

励

賞

0
能

楽

〇

舞

蹄

0
惰

劇

幸

祥

災

江

口

の

小

鼓

）

意

山

圭

男

、

若

枷

登

舞

踊

研

究

野

訟

本

幸

四

郎

（

積

恋

倍

関

扉

の

関

守

関

兵

術

⇔

白

本

舞

踊

「

芙

蓉

双

膨

’

l

)

江
口
図
哉
、
宮
繰
子
舞
蹄
図

昭

和

二

十

五

年

度

桐
竹
紋
十
郎

反
楽
。
伽
紐
先
代
萩
の
政
岡
）

0
映

画

（

バ

レ

｝

土

「

プ

ロ

メ

＿

プ

の

火

」

、

｝

市

川

洵

老

乾

揺

郷

（

松

竹

）

0
放

送

一
放
送
オ
ペ
レ
ッ
ク
「
宝
石
と
粉
挽
眼
」
の
作
詞
、
匹

盆
歌
舞
伎
•
生
玉
心
中
の
お
さ
が
）

0
放
送

0
演

劇

大

谷

友

右

衛

門

長

孝

一

郎

（

放

送

剌

・

秋

祭

り

）

＿

曲

演

奏

誓

一

同

＇ 

,

'

’

 

~~~.,' 

民

昭

和

十

六

年

炭

0
音

楽

讀

ぷ

縮

放
送
。
イ
ン
ド
旋
律
に
よ
る
四
楽
章
の
作
曲

芸

竺
表
（
芸
術
祭
主
催
公
演
参
加
公
演
数
）

員
＿
放
逆
一
冒

-― 
i
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郷 能 雅 舞 菩

土

楽 楽 踊 楽
芸

能． 辛云 部 蔀 郭 部
， 

部
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喜， 第五

オたぺラマ、 洋楽r恋日 邦楽r・唄長、
忘Uiし
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郷五
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き
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圧

り

」

昭

和

二

十

五

年

度

（

第

蓋

□

部

門

新
剌
（
新
派
合
同
ヘ
ッ
ダ
1
1
ガ
プ
ラ
ー
＞

，
 

渡 第
一
一
一
喪

昭

和

劇

蔀

二

十

七

年

度

門

芸
術
祭
主
催
公
演
一
覧

◇
芸
術
祭
賞

0
音

楽

松
平
頼
則

（
ビ
ア
ノ
と
管
弦
楽
の
た
め
の
主
題
と
変
券
の

作
曲
ヽ

0
舞

邸

小

牧

バ

レ

言

（
「
眼
れ
る
森
の
美
女

l

の
本
邦
初
派
）

0
能

楽

貫
委
耶

-
（
「
阿
溜
」
の
喜
｀
）

0
映

画

生
・
き
る
扇
室
）

0
放

送

日
本
放
送
紘
会

（
放
送
閲
「
ぼ
た
も
宅
，
こ

新
日
本
放
送
株
式
会
社

(
「
イ
ー
ハ
ヒ
ー
ト
ー
ヴ
ォ
物
語
」
[
)

會一表

0:'

,
；
：
,
；

,
9
,

＇
,
．
：
'
,
~
~
~
．
、
・

«
9
·
9
~
~
9
,
9
,

＇
：

9
,

,
＇

,
9
9
9
,
~
9
,

：
＇
，

9
.
9
9
,
.
,
'
,

；
ー
，
．
，
＇
~
ヽ
ヽ

9
9
•
9
'
,

；
,
｀
'

!
、
．

9
•
9
9
~
’
~
i
_

．

9
9
~
•
9
9
·
•
9
’
’
~
,
:
,
'

、
'

'
,
;
｀
ヽ

9
9
,
9
~
4
.

0
演

渕

◇

奨

励

賞

｀

◇

芸

術

祭

賀

；

（

木

正

夫

0
誤

画

（

交

惣

曲

「

他

詈

阿

に

よ

せ

て

」

の

作

曲

）

l

徘
磁
玲
露
章
割
「
は
だ
か
の
皇
帝
」
に
対
し
て
）

0
演

測

北
条
秀
WJ

尾

上

訟

緑

市

菜

物

語

紐

巴

都

一

春

（
言
塵
霧
の
音
」
脚
木
・
企
画
に
対
し
て
）
（
「
誓
日
の
信
長
」
の
平
手
政
秀
喜
「
恋
湊
博

0
舞

蹄

（

「

花

の

段

」

の

作

曲

）

沢

村

納

升

多

諷

j

の

毛

利

九

右

衛

門

言

技

）

井

上

八

千

代

宮

下

秀

冽

（

「

哲

き

名

」

「

菊

」

の

演

技

，

＂

（

誓

想

組

曲

「

平

璽

督

に

よ

る

幻

想

」

の

作

盆

篇

誓

「

近

江

源

氏

先

麿

巳

北

川

訟

i

信

竺

―

（

新

劇

「

屡

麿

羹

」

0
装

置

＇

）

井

上

皇

．

曲

）

扉
侮
座
「
喜
訪
問
者
」
）

0
能

楽

（

「

雨

月

」

「

桶

取

」

の

演

技

）

米

川

倣

子

喜

塁

崖

翌

―

I

O
音

楽

放

送

（

第

曲

「

千

烏

と

遊

ぶ

筈

恵

子

」

の

作

曲

〉

（

文

学

座

「

罠

器

山

の

入

々

」

）

（

「

山

姥

」

の

演

藍

）

、

林

光

0
能

楽

(

「

交

恕

曲

卜

調

」

の

作

曲

）

松

本

塵

I
I

0
音

楽

詰

井

誠

(
9

「
砧
」
「
安
宅
」
の
ワ
キ
演
巴

芳
村
伊
十
郎
他

（
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
の

n

ン
ボ
シ
ョ
ン
」

0
放
送
劇

瓦
H
K
放
送
「
様
の
木

lの
作
詞
：
作
曲
•
演
奏
）

の

作

曲

）

，

新

日

本

放

送

株

式

会

社

0
舞

踏

薩
間
節
子

0
能

楽

(

-

花

は

辮

刹

」

の

作

品

嘉

出

）

（
「
赤
い
ろ
う
そ
く
と
人
熙
」
他
の
構
想
。
作
曲
。
桜
聞
弓
川
（
「
熊
野
」
の
演
技
）
北
泊
道
放
送

振
付
．
翠
門
照
明
）

0
放
送
劇
（
「
ヌ
タ
ッ
ク

1
1カ
ム
シ

d
ぺ
J

の
作
•
音
楽
・

武

似

は

ん

山

口

惇

（

「

錮

山

」

の

演

出

）

僚

技

。

演

出

）

0
諮

談

深

井

史

朗

（
「
師
宜
」
「
巴
」
の
如
揺
も

田

辺

南

部

（

「

源

五

郎

」

第

一

部

智

女

の

作

曲

¥

)

（

「

名

月

若

松

城

」

の

話

ぎ

堀

江

林

之

助

花
椀
錦
之
輯

・

◇

奨

励

賞

2
源
五
郎
」
＝
一
部
作
）

(
「
達
日
変
」
「
沈
鐘
」
の
創
作
に
対
し
）

〇

演

尉

．

加

蘊

幸

子
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伎
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文部省重要通達事項一覧表 （昭和29.2.16~29.3.2

大 臣 官 房

（人事課）

人敦貝の給与改訂に伴う
て

学校の事務槙構について

学絞（所塘楓閲）職員の
作成について

葵l係資料の微闇について

談員の大学等教育朦員級
えの実施等について

つ詞整額（人寧院規則 9・

ついて

:9年 4月1日におげる昇；

會救布］戦訣況半期統計報

囀員等退職手当暫定措l
促第 1項第2号について

麟務員の恩給金額を記
う＇る基礎俸給について

謬則 1-4  C視行の法1
凜止）の一部改正につ＼

舒各基準表等の適用を異t
企員の昇箔合について

゜てさ三ら斜， 0 0 0 

こ れ月ち一社号゜し
次意た執学考題しいいし、開育年社

の筆制に点た記ろう ← 
上て号別の会にた座や八なをの述いわて

しのは云

にいの紙全蒋定の談編十る考でをろげ
足三敦

忍空 22(1)文の ‘跡周育

掲すしのを指しず
わで会集年とえ‘掲ので将 I年読

載が 24` :｝易導まが
のに史思る社載面‘来そに茄

し‘
記参のい

ぺ:~戴計す‘
に会すに特のの当施

考
＊一 J し国°紙と -
o． ッ 享画完まは教るつ築参進 0 行
し括ジ資まに さ成すじ育こいと考展のさ
た災 に斜 面書料に゜知のとてしにのでれ

°料
ッす関 の評た当

も は ° す
ら視炉のましあ‘て

と掲本
都とかっ

に`呵 - ぷ 状 で こ し 上 と 託 か
しー 。

し出年
合をたて

の資 で用炉‘
んと含空たうを会ら
参問まか°と展敦今
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